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に承継したため、現在は一般ガス導管事業者である。 

 

 

 

 



 



明治 43年 12月 大津瓦斯株式会社創立

石炭を原料にガスを製造、供給区域は旧大津市全域

大正 7年 10月 第一次世界大戦に伴う原料炭等の暴騰のため経営が困難となり、大津瓦

斯株式会社解散

大正7年10月～昭和9年2月までの約17年間は、ガス事業を営む者はなく、

市民は大きな不便を忍んでいた

昭和 9年 2月 近江瓦斯株式会社創立

10年 11月 大津市長堀田義次郎と近江瓦斯株式会社社長兼松寅太郎氏との間に事業

引継ぎの仮契約成立

12年 1月 商工大臣からガス事業譲受の許可取得

3月 ガス供給を開始

供給区域は旧大津市及び旧膳所町一円で、供給戸数は1,426戸

20年～22年 昭和20年4月末には第二次世界大戦の影響で大阪瓦斯株式会社からのガス

輸送量が激減し、需要家へのガス供給も停止せざるを得なくなった

22年 1月 昭和22年1月26日、一般需要家へのガス供給再開

以後、経済復興とあいまって家庭用燃料、工業用燃料としてガス需要は

著しく増加

28年 第一次五か年計画作成

9月 公営企業部設置

30年 5月 石場供給所、水封有柱式二槽型ホルダー(2,000㎥)完成

12月 粟津供給所、水封有柱式一槽型ホルダー(1,000㎥)完成

33年 第二次五か年計画作成

9月 供給区域拡張(錦織、石山)

36年 9月 園山供給所、水封有柱式一槽型ホルダー(1,000㎥)完成

37年 8月 石場供給所、球型ガスタンク(幾何容積3,000㎥、圧力4㎏/c㎡、

容量12,000㎥)完成

38年 第三次五か年計画作成

39年 10月 カロリーアップ実施(3,600kcal/㎥から4,500kcal/㎥)

40年 6月 穴太団地において本市で初めてＬＰＧ供給開始

9月 供給区域拡張(滋賀里～藤尾の一部)

41年 7月 供給区域拡張(木の岡)

11月 供給区域拡張(石山平津町)

42年 1月 管理者制度実施

5月 ガスサービスセンター開設

8月 供給区域拡張(瀬田)

43年 第四次五か年計画作成

45年 7月 兼業許可取得(液化石油ガス販売事業)

空白期

Ⅰ    事    業    概    要
１．沿　　革
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供給区域拡張(南郷町の一部)

12月 兼業許可取得(簡易ガス事業、木の岡・大谷・下阪本団地)

47年 6月 兼業許可取得(簡易ガス事業、堅田衣川台団地)

11月 瀬田川共同橋完成

48年 4月 公営企業部から企業局へ改称

8月 供給区域拡張(坂本の一部)

49年 7月 真野供給所(ブタンエアーガス製造設備)完成

8月 兼業許可取得(簡易ガス事業、臨湖団地)

50年 1月 兼業許可取得(簡易ガス事業、湖南台団地)

9月 真野供給所、ブタンエアーガス供給開始

12月 供給区域拡張(南大萱、月輪)

51年 9月 供給区域拡張(日吉台ニュータウン、比叡辻団地)

52年 1月 兼業許可取得(簡易ガス事業、下龍華改良住宅)

11月 兼業許可取得(簡易ガス事業、黒津団地)

53年 2月 供給区域変更(藤尾の一部)

5月 藤尾事故発生

10月 全整圧器改修

54年 2月 供給区域拡張(下阪本、比叡辻の一部)

6月 天然ガス転換完了(4,500kcal/㎥から11,000kcal/㎥)

8月 湖南幹線パイプライン準備に着手

10月 保安強化のため機構改革実施

既設低圧全導管改修工事に着手

55年 4月 石場供給所、水封有柱式一槽型ホルダー(1,000㎥)廃止

7月 兼業許可取得(都市ガス警報器及びその関連機器販売事業)

(ガス器具以外のガス関連器具の販売事業)

8月 兼業許可取得(受託ガス輸送事業)

11月 大津湖南幹線パイプライン完成

受託ガス輸送事業開始

56年 6月 ガスサービスセンターのガス器具販売業務を大津市ガス設備協同組合へ

移管

9月 園山供給所、水封有柱式一槽型ホルダー(1,000㎥)廃止

12月 中圧北部幹線パイプライン工事着手(木の岡～真野)

57年 3月 中圧パイプライン防食施設設置工事完成

58年 3月 真野営業所、中圧ガス圧送設備(620㎥/時)設置

11月 兼業許可取得(簡易ガス事業、桜谷団地)

59年 3月 供給区域拡張(若葉台、真野町、今堅田三丁目の一部)

7月 大津湖南幹線パイプラインの圧力変更

(1.5㎏/c㎡から3.0㎏/c㎡に昇圧)

60年 3月 大津湖南幹線パイプラインから分岐の草津幹線(近江大橋ルート)完成

7月 需要家保安対策(安全アダプター取付)に着手
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10月 石場供給所、球型ガスタンク(3,000㎥)廃止

石場供給所、水封有柱式二槽型ホルダー(2,000㎥)廃止

粟津供給所、水封有柱式一槽型ホルダー(1,000㎥)廃止

61年 2月 供給区域拡張(下阪本、比叡辻、仰木、衣川、雄琴の一部)

7月 おひとり暮らしの高齢者宅、ガス漏れ警報器取付

8月 ガス灯設置(島の関～打出浜の湖岸沿920ｍに20基)

62年 3月 ガス事業50周年記念式典

需要家保安対策(安全アダプター取付)を完了

企業局研修センター竣工

63年 5月 ガス灯設置(中央三丁目地先ガスサービスセンター中央店別館前に1基)

7月 マイコンメーターの取付に着手

8月 中圧北部幹線パイプライン完成

供給区域拡張(堅田、雄琴、瀬田、上田上の一部)

平成 元年 5月 ブタンエアーガス供給地域天然ガス転換完了

(7,000kcal/㎥から11,000kcal/㎥)

6月 需要家サービス強化のため機構改革実施

(ガス保全課ガス保安指令室北分室及び東分室設置)

7月 真野営業所製造設備廃止

9月 ガス保安指令室東分室竣工

2年 3月 供給区域拡張(雄琴、田上の一部)

4月 ガス灯設置(大江四丁目地先ガスサービスセンター瀬田店に1基)

8月 供給区域拡張(堅田、雄琴の一部)

3年 3月 中圧北部幹線二系統化完成

中圧東南部パイプライン二系統化完成

ガス灯設置(堅田二丁目地先に8基)

4月 供給区域拡張(堅田、下阪本、田上の一部)

3年 4月 ＬＰＧ供給地点群天然ガス転換完了(14地点群のうち9地点群)

7月 供給区域拡張(堅田、雄琴の一部)

4年 8月 大津湖南幹線パイプラインの圧力変更(3.0㎏/c㎡から6.9㎏/c㎡に昇圧)

5年 6月 株式会社大津ガスサービスセンター設立

8月 ガス灯設置(園城寺町地先に7基)

6年 7月 機構改革により安全サービス課設置

7年 1月 阪神大震災に伴い企業局から救援隊を派遣

6月 供給区域拡張(大谷町、膳所の一部、石居一・三丁目、上田上大鳥居)

11月 大津北部幹線パイプラインの圧力変更(1.5㎏/c㎡から6.9㎏/c㎡に昇圧)

12月 供給区域拡張(堅田一丁目、衣川一丁目の一部、衣川三丁目)

8年 1月 大津北部幹線による受託ガス輸送(琵琶湖大橋ルート)開始

3月 庁舎駐車場に昇圧供給装置を設置(1基)

11月 料金改定(複数2部料金制へ変更、原料費調整制度導入)

業務用マイコンメーターの取付に着手
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9年 3月 真野供給所、水封有柱式二槽型ホルダー(5,000㎥)廃止

11月 大津藤尾幹線パイプラインの圧力変更(1.5㎏/c㎡から6.9㎏/c㎡に昇圧)

10年 3月 浜大津公共広場(愛称　ガス燈広場)にガス灯及びモニュメントを設置

4月 供給区域拡張(真野大野一・二丁目、真野家田町、真野谷口町)

10月 供給区域拡張(大谷町の一部)

ＬＰＧ供給地点群天然ガス転換完了(大谷団地)

11年 8月 環境美化センターに昇圧供給装置を設置(1基、累計2基)

9月 供給区域拡張(仰木七丁目の一部、神領四丁目)

計量単位を国際単位系(SI)に統一

12年 2月 庁舎駐車場に昇圧供給装置を設置(1基、累計3基)

6月 修繕専門会社「㈱パイプラインサービスおおつ」設立

庁舎駐車場に昇圧供給装置を設置(2基、累計5基)

13年 11月 家庭用空調契約料金と床暖房契約料金を新設　小型空調契約料金を引き

下げ

14年 3月 ガスコージェネレーション設備設置(真野四丁目、真野浄水場へ電力供

給及び北部学校給食共同調理場へ蒸気・温水を供給)

輸送向け圧縮天然ガス用Ａ・Ｂ契約料金を新設

15年 2月 都市ガス標準熱量変更(46.04655MJ/㎥から45MJ/㎥)

料金改定(実質平均改定率：小口部門全体△6.61%、供給約款料金△5.32%)

8月 家庭用ガスコージェネレーションシステム契約料金の新設

9月 受託輸送廃止

10月 天然ガス自動車モニター事業開始(1800cc 2台、660cc 1台)

供給区域拡張

大石曽束一～五丁目、大石小田原一・二丁目、大石龍門一～六丁目、

大石淀一～三丁目、大石中一～七丁目、大石東一～七丁目

16年 4月 託送供給約款の新設

6月 供給区域拡張(伊香立下龍華町(一部除く)、羽栗一丁目)

7月 簡易ガス事業廃止

9月 ＬＰＧ供給地点群天然ガス転換完了

～ (桜谷団地、下龍華改良住宅、羽栗団地)

10月

17年 3月 ガバナ遠隔監視制御システム設置

18年 4月 明日都浜大津にガスショールーム「キットココ」開設

19年 3月 ガス灯設置(JR石山駅北口広場に7灯式1基)

8月 料金改定(改定率:小口部門全体△7.75%、供給約款料金△6.82%)

都市ガス料金と液化石油ガス料金を消費税の総額表示・税込計算方式に

改定

業務用季節別Ａ・Ｂ契約料金を新設

20年 8月 供給区域拡張
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伊香立向在地町の一部、伊香立下在地町の一部、

大津湖南都市計画事業伊香立緑の里土地区画整理事業地内、

枝四丁目、里一～四丁目、里五丁目の一部、里六丁目の一部、

関津一～五丁目、関津六丁目の一部、稲津四丁目、

黒津五丁目、太子一～二丁目

21年 9月 原料費調整制度の改正(3･3･3制度から3･2･1制度に変更)

11月 供給区域拡張(南郷上山町、石山南郷町)

22年 6月 供給区域拡張　

伊香立下龍華町140番地の2、141番地及び320番地、

仰木二丁目（一級河川天神川以南かつ奥比叡ドライブウエイ

以東かつ普通河川雄琴川以北に限る。）、仰木三丁目、

仰木四丁目（一級河川天神川以南に限る。）、仰木五丁目

（一級河川天神川以南に限る。）、仰木六丁目、仰木七丁目

（一級河川天神川以南かつ市道北3009号線以西に限る。）

24年 １月 供給区域拡張　

和邇中浜、和邇高城の一部、和邇中、和邇南浜、和邇今宿、

小野（字知原の一部を除く。）、伊香立向在地町、

伊香立生津町、伊香立上在地町、伊香立北在地町、

伊香立下在地町、

伊香立南庄町（県道伊香立浜大津線以東に限る。）、

伊香立上龍華町、真野佐川町、羽栗二～三丁目、森一～三丁目、

枝一～三丁目、石居二丁目、桐生一～三丁目、牧一～二丁目、

平野一～三丁目、中野一～三丁目、芝原一～二丁目、

堂一～二丁目、新免一～二丁目

24年 10月 供給区域拡張（黒津三丁目の一部）　　

25年 6月 料金改定(改定率:小口部門全体△3.96%、供給約款料金△3.94%)

26年 4月 料金改定(消費税率の変更)

28年 3月 ガスショールーム「キットココ」閉館

28年 6月 料金改定（石油石炭税率の変更）

28年 12月 託送供給約款　認可

29年 3月 最終保障供給約款　届出

30年 12月 大津市ガス特定運営事業等（本市ガス小売事業を中心とする事業）について

びわ湖ブルーエナジー株式会社にPFI法に基づく公共施設等運営権を設定

31年 4月 びわ湖ブルーエナジー株式会社による事業開始

令和 元年 10月 料金改定(消費税率の変更)

11月 託送供給約款　改定（託送供給事務標準化に伴う変更など）

3年 1月 供給区域拡張（上田上中野町の一部）

2月 託送供給約款変更　届出

4年 2月 最終保障供給約款　届出
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２．事業の推移

（閏年）
単位

行 政 区 域 内 人 口 人 342,695 100.2 343,550 100.2

供 給 区 域 内 件 数 （ Ａ ） 件 140,202 101.3 142,362 101.5

供 給 件 数 （ Ｂ ） 件 98,477 101.3 99,829 101.4

普 及 率 （ Ｂ / Ａ ） ％ 70.2 － 70.1 －

年 間 受 入 量 ( ★ ) ㎥ 157,959,808 96.0 139,836,767 88.5

年 間 購 入 量 ㎥ 136,832,317 84.3 2,381 著減

１ 日 平 均 受 入 量 ( ★ ) ㎥ 432,767 96.0 382,068 88.3

１ 日 平 均 購 入 量 ㎥ 374,883 84.3 7 著減

年 間 払 出 量 ( ★ ) ㎥ 162,580,463 95.6 145,475,255 89.5

年 間 販 売 量 ㎥ 141,438,898 84.1 2,272 著減

１ 日 平 均 払 出 量 ( ★ ) ㎥ 445,426 95.6 397,473 89.2

１ 日 平 均 販 売 量 ㎥ 387,504 84.1 6 著減

導 管 （ 本 支 管 ） 総 延 長 ｍ 1,298,775 101.0 1,307,610 100.7

ガ ス 事 業 売 上 高 千円 11,592,954 96.3 3,205,211 著減

総 収 益 千円 21,204,340 168.3 4,315,555 著減

総 費 用 千円 11,663,489 99.2 3,739,143 著減

純 利 益 千円 9,540,851 著増 576,412 著減

職 員 数 （ 年 度 末 ） 人 98 95.1 62 63.3

※平成30年度の購入量及び販売量は45MJ/㎥に換算している。

※令和元年度より一般ガス導管事業者への事業類型変更に伴い、改正後の会計規程に基づき記載して

いる。

(★)平成30年度は一般ガス導管事業者に係る区分の数値を併記している。

　　令和元年度より上段に一般ガス導管事業者に係る区分の数値、下段にＬＰＧに係る区分の数値を

  　記載している。

   

区　　　　分
対前年比
（％）

平成30年度 令和元年度

対前年比
（％）
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343,835 100.1 343,817 100.0 343,839 100.0

144,027 101.2 145,888 101.3 147,678 101.2

100,555 100.7 101,435 100.9 102,167 100.7

69.8 － 69.5 － 69.2 －

127,093,058 90.9 135,521,631 106.6 129,964,908 －

2,710 113.8 2,603 96.1 2,368 91.0

348,200 91.1 371,292 106.6 356,068 －

7 100.0 7 100.0 6 85.7

131,987,539 90.7 140,098,792 106.1 134,833,753 －

2,666 117.3 2,649 99.4 2,426 91.6

361,610 91.0 383,832 106.1 369,408 －

7 116.6 7 100.0 7 100.0

1,316,214 100.7 1,321,876 100.4 1,327,035 100.4

3,437,335 107.2 3,505,659 102.0 3,344,535 95.4

4,113,624 95.3 4,183,871 101.7 4,085,053 97.6

3,620,277 96.8 3,562,356 98.4 3,604,218 101.2

493,347 85.6 621,516 126.0 480,835 77.4

63 101.6 59 93.7 57 96.6

   

対前年比
（％）

令和2年度 令和3年度

対前年比
（％）

対前年比
（％）

令和4年度
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Ⅱ  施  設  概  要 

１．中圧導管 

市内の中圧Ａ導管は、大津藤尾幹線から大津湖南幹線として大津市南東部へ、藤尾地域から三 

井寺町を経由して草津市（南草津、新浜）まで口径 600～300mm の導管を布設している。 

また、大津市北部へは、大津藤尾幹線を三井寺町から分岐して、大津北部幹線として和邇地域 

まで、口径 600、400 及び 150mm の導管を布設している。 

なお、中圧Ａ導管は、大阪ガスネットワーク㈱と連結している。 

中圧Ｂ導管は、市内各所の中圧Ａガバナ（整圧器）から口径 300、200 及び 150mm の導管を布

設し、北部は和邇地域まで、南部は南郷地域まで、東部は瀬田地域から田上地域まで、中圧Ｂ導

管網を構築し、市内各所に低圧ガスを供給するための中圧Ｂガバナ（整圧器）を設置して、安全

で安定的な供給に努めている。 

また、大石地域には、大阪ガスネットワーク㈱近畿幹線京滋ライン大石ガバナステーション（大 

石曽束二丁目）から口径 300、200 及び 150mm の導管を布設している。 

２．整圧器 

 (１)中圧Ａ整圧器（11か所） 

  

 № 名  称 設 置 場 所 型 式 口 径 能  力 数 量 

 1 晴 嵐 Ａ 晴嵐一丁目 

ＡＳＦ 

200mm 56,000㎥/時 2 

 2 御 陵 Ａ 御 陵 町 150mm 37,400㎥/時 2 

 3 一 里 山 Ａ 一里山六丁目 100mm 18,100㎥/時 2 

 4 藤 尾 Ａ 茶 戸 町 

80mm 11,900㎥/時 

2 

 5 文化ゾーンＡ 瀬田南大萱町 2 

 6 穴 太 Ａ 唐崎三丁目 2 

 7 真 野 Ａ 真野四丁目 

ＡＦＶ 
100mm 19,000㎥/時 

2 

 8 雄 琴 Ａ 雄琴二丁目 2 

 9 粟 津 Ａ 粟 津 町 2 

 10 わ に Ａ 和 邇 今 宿 2 

11 浜 町 Ａ 浜   町 80mm 11,000㎥/時 2 
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（２）地区整圧器（59か所）

名 称 設 置 場 所 型 式 口 径 能 力 数 量
1 わ に 和 邇 今 宿
2 伊 香 立 公 園 前 山 百 合 の 丘
3 水 明 水 明 二 丁 目
4 美 空 美 空 町
5 緑 町 緑 町
6 北 消 防 署 前 真 野 二 丁 目
7 ラ ヴ ェ ス ト 前 本 堅 田 四 丁 目
8 堅 田 堅 田 二 丁 目
9 仰 木 の 里 仰 木 の 里 四 丁 目
10 成 安 造 形 大 前 仰 木 の 里 東 四 丁 目
11 雄 琴 雄 琴 二 丁 目
12 苗 鹿 苗 鹿 一 丁 目
13 日 吉 台 日 吉 台 二 丁 目
14 穴 太 唐 崎 三 丁 目
15 際 川 際 川 二 丁 目
16 神 宮 前 神 宮 町
17 桜 野 桜 野 町 二 丁 目
18 御 陵 御 陵 町
19 藤 尾 茶 戸 町
20 茶 戸 〃
21 浜 町 浜 町
22 逢 坂 逢 坂 一 丁 目
23 石 場 石 場
24 に お の 浜 に お の 浜 二 丁 目
25 由 美 浜 に お の 浜 四 丁 目
26 馬 場 馬 場 二 丁 目
27 膳 所 本 丸 町
28 湖 城 が 丘 湖 城 が 丘
29 美 崎 美 崎 町
30 御 殿 浜 御 殿 浜
31 晴 嵐 晴 嵐 一 丁 目
32 唐 橋 唐 橋 町
33 園 山 園 山 三 丁 目
34 螢 谷 螢 谷
35 大 平 大 平 二 丁 目
36 南 郷 南 郷 一 丁 目
37 大 萱 大 萱 三 丁 目
38 一 里 山 一 里 山 二 丁 目
39 玉 野 浦 玉 野 浦
40 橋 本 瀬 田 五 丁 目
41 黒 津 黒 津 二 丁 目
42 松 陽 松 陽 三 丁 目
43 文 化 ゾ ー ン 瀬 田 南 大 萱 町
44 医 科 大 前 瀬 田 月 輪 町
45 松 が 丘 松 が 丘 六 丁 目
46 青 山 松 が 丘 一 丁 目
47 森 森 二 丁 目
48 里 里 四 丁 目
49 桜 谷 大 石 東 五 丁 目
50 大 石 中 大 石 中 二 丁 目
51 大 津 Ｍ Ａ Ｒ Ｙ 皇 子 が 丘 三 丁 目 〃 50mm 2,190㎥/時 2
52 勧 学 勧 学 二 丁 目 ＡＦＶ 50mm 5,580㎥/時 2
53 雄 琴 港 雄 琴 六 丁 目 〃 80mm 11,220㎥/時 2
54 下 阪 本 下 阪 本 四 丁 目 〃 〃 〃 2
55 萱 野 浦 萱 野 浦 〃 〃 〃 2
56 月 輪 月 輪 一 丁 目 〃 〃 〃 2
57 二 本 松 二 本 松 〃 〃 〃 2
58 曽 束 大 石 曽 束 三 丁 目 1800Ｍ 50mm 330㎥/時 2
59 小 田 原 大 石 小 田 原 二 丁 目 〃 〃 〃 2

ＫＡ 100mm 10,000㎥/時 各1

№
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３．本支管口径別布設延長（令和5年3月31日現在）

（単位：ｍ）

鋼　管 鋳 鉄 管 Ｐ Ｅ 管 計

600 16,091 16,091

中 500 2,543 2,543

400 20,345 20,345

圧 300 62,226 62,226

250 4,700 4,700

本 200 21,617 21,617

150 30,515 170 30,685

管 100 4,349 4,349

計 162,386 170 0 162,556

600 0

400 0

低 300 4,153 82,081 86,234

圧 250 56 46 102

本 200 3,367 100,022 50,759 154,148

管 150 2,537 98,956 51,409 152,902

100 4,682 136,829 95,169 236,680

計 14,795 417,934 197,337 630,066

80 56,506 56,506

低 75 114,969 114,969

圧 50 149,579 208,390 357,969

支 40 2,849 2,849

管 32 1,329 1,329

30 98 98

計 210,263 0 323,457 533,720

387,444 418,104 520,794 1,326,342

区　分 （㎜）

合　計
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